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第５学年国語科学習指導案

日 時 平成１８年１０月３日（火）５校時

児 童 男子６名 女子４名 計１０名

指導者 小 山 田 忍

１ 単元名（教材名）

目的に応じた伝え方を考えよう（ニュース番組作りの現場から）

２ 単元について

（１）児童について

児童は第４学年までの説明的文章の「読むこと」においては、重要語句に着目して段落ごとの内

容をとらえ、さらに段落と段落をつなげてまとまりごとに何が書かれてあるかをとらえる学習をし

てきた。また、「初め」「中１」「中２」「終わり」という文章構成も学習してきた。さらに、第５学

年では、「サクラソウとトラマルハナバチ」で文章を４つの大きなまとまりとしてとらえ、それを

読みの視点として、筆者の考えが述べられている最終段落をもとに要旨をとらえる学習をしてきた。

本学級の児童は、書かれてある内容に興味や関心を示し、疑問をもちながら意欲的に調べようと

する児童が多い。また、児童は「読むこと」について、重要語句をおさえることができれば段落の

中心をとらえることができるようになってきている。しかし、長い段落や段落のつながりを考える

ことを苦手としている児童もいる。さらには、重要語句は分かっていても文章化できずに自力で要

旨をまとめることが困難な児童もいる。本単元は情報発信との複合単元であり、自ら情報を発信し

ていくためにも、教材の読み取りを丁寧にしかも簡潔に指導し、要旨をしっかりととらえさせたい。

（２）主たる指導事項

「読むこと」における本単元の指導事項は、「目的や意図などに応じて、文章の内容を的確に押

さえながら要旨をとらえること。」「書かれている内容について事象と感想、意見の関係を押さえ、

自分の考えを明確にしながら読むこと。」である。そして、本教材で身に付けさせたい力は、番組

作りの大切な点を的確に押さえながら報道スタッフの願いなどを読み取ることと、自分たちが番組

を作るために必要な事柄を時間の順序にしたがって段階ごとに読み取ることである。

そのためには、これまでの学習してきた「段階ごとに大事なことを読み取る力」を基にしながら、

時間を追ってまとめられている番組作りの過程を、自分の情報発信活動を行うための大切なポイン

トとして逃さず読み取り、要旨をとらえることが大切となる。また、情報発信活動の前には、前学

年で学習した題材の選び方を想起させることも必要である。

（３）指導に当たって

本教材は、ニュース番組の特集についてその制作過程をまとめた説明的文章である。「話題選び」

「取材」「撮影とインタビュー」「編集」「放送用原稿を書く」という時間の順序にしたがって論が

展開されているので、番組作りの過程や大事な事柄を時系列に沿って読み取る文章として適してい

る。また、番組スタッフになったつもりで文章を読み進めることができるので、番組作りの方法を

学ぶだけでなく、思いのほか制作期間がかかっていることやスタッフの協力、苦労、番組にかける

情熱、願いなどを読み取ることもできる。文章構成としては、「初め」「中」「終わり」の典型的な

説明的文章の構成ではあるが、これまで学習してきたような「問い」「答え」の形ではなく、「①話
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題提示」「②～⑪番組作り」「⑫筆者のまとめ」となっているのが特徴である。⑫段落には、筆者が

伝えたいこととして番組作りの努力や願い、制作の過程がまとめられている。

本単元は、情報活用単元でもあるので、子どもたちが情報発信のための言語活動を活発に展開で

きるようにするために、番組作りの過程や番組を作るうえでの大切なポイント・工夫、さらには報

道スタッフの協力や願いなどをしっかりと読み取らせたい。

そこで、指導に当たっては、次のことに留意したい。

ア 番組作りの過程を読み取ることができるように、ペア音読を通してすらすら読めるようにして

おく。

イ 読み取りを確実なものにするために、読みの視点を明確にしておく。

（ア）「特集」ができるまでの過程を読み取らせる際の読みの視点としては、本文の「１６日前」「８

日前」「２日前」という時間の経過を表す言葉から、「１６日前」「１５日～９日前」「８日前～

３日前」「２日前～本番」の４つの時間的順序を把握させ、その中の５つの過程を読み取らせ

る。また、「～しました。」という文末表現から、「番組作りのためにしたこと」を読み取らせ

る。 
（イ）番組作りのそれぞれの過程で大切なポイントを読み取らせる際の読みの視点としては、各過

程の大切なポイントを表す言葉（「大切なのは」「工夫をこらします。」「～しようと考えました。」

「工夫が必要です。」など）に着目させる。

（ウ）要旨を読み取らせる際の読みの視点としては、これまで学習してきた番組作りの５つの「過

程（話題選び・取材・さつえいとインタビュー・編集・原稿作り）」と関連する⑫段落の重要

語句を選び出し、その言葉を使って要旨をとらえさせる。

ウ 毎時間の学習をふり返るために「番組作りマニュアル」を活用していく。特集ができるまでの

過程、各過程でかかわる報道スタッフと協力、番組作りにおける大切なポイント、番組作りの要

旨などを１時間毎に書き加えていくようにする。そして、情報発信の手引きとして活用できるよ

うにさせていく。 
エ 情報発信の学習では、編集活動を通して自分たちが伝えたいことを伝える方法を学習していく

が、単元の最後では、受信する側の心得についても考えさせたい。発信される全ての情報が正し

いとは限らないし、ひとつのメディアからの情報を正しいと判断して頼るのは危険である。情報

に対して、「本当にそうなのか」と考えながら受信する姿勢と、発信する側も同じ人間であるか

らそこに表れる意図があることを理解し、他の見方や考え方もあるという意識で情報を処理して

いく構えを身に付けさせたい。

３ 単元の目標

（１）国語への関心・意欲・態度

・ニュース番組作りの過程を知り、伝えたいことと伝える方法について興味を深める。

（２）読むこと

・文章構成をつかみ、要旨をとらえて、ニュース番組がどのように作られているかを読み取ること

ができる。

４ 単元の評価規準（Ｂ）

（１）国語への関心・意欲・態度
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・ニュース番組作りの過程を知り、伝えたいことと伝える方法について興味を深めようとしている。

（２）読むこと

・番組作りの大切な点を的確におさえながら、報道スタッフの願いなどを読み取っている。

・自分達が番組を作るために必要な事柄を時間の順序に従って段階ごとに読み取っている。

５ 学習指導計画（１５時間扱い）

段階 学習課題 活動計画（時間） 評価規準（Ｂ）

つ

か

む

・ ニュース番組について

感想を発表し合おう。

・初めて知ったことや興味

をもったことについて

発表しよう。

・意味調べをしよう。

・ニュース番組を視聴し、感想を発

表し合う。 
・自分たちで情報を発信していくた

めに、この教材を通して情報発信

のための過程を学習していくと

いう目的意識をもつ。 （１時間）

・教材文を読み、初めて知ったこと

や興味をもったことについての

感想をノートに書き、交流する。

（１時間）

・新出漢字や難しい言葉にサイドラ

インを引きながら読む。 
・意味調べをする。

・調べた言葉を意識しながらペア音

読をする。 （１時間）

○関 ニュース番組に関心をも

とうとしている。

（発言・ノート）

○関 ニュース番組作りについ

ての興味を示している。

（発言、ノート）

○読 新出漢字の読みに気を付

けながら読んでいる。

（観察）

と

ら

え

・

ふ

か

め

る

・「特集」ができるまでの

過程を読み取ろう。

・報道スタッフの協力を読

み取ろう。

・番組作りの大切なポイン

トを読み取ろう。

・①～③段落を読み、「番組制作マ

ニュアル」に整理しながらまとめ

る方法を理解し、時間の順序を確

認する。 （１時間）

・②段落以降を前時で確認した時間

の順序に従って自分で表に整理

する。

・「編集」についてＰ４４の「編集

して伝える」を扱い、「選ぶ」作

業も含まれることを学習する。

（１時間）

・①段落から「特集」とは何かを読

み取る。 
・②段落以降から番組作りの報道ス

タッフの協力を読み取る。 
（１時間）

・番組作りの各過程で、大切なポイ

ントを表にまとめる。 （１時間）

○読 番組作りの過程と文章構

成を読み取っている。

（発言・ノート）

○読「特集」とは何かや報道ス

タッフの協力を読み取っ

ている。（発言・ノート）

○読 番組作りの大切なポイン

トを読み取っている。
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・報道スタッフの思いと結
び付けながら、番組作り
の過程をまとめよう。
（要旨をとらえよう）

・⑫段落のなかで、番組作りの過程

となる重要語句を使って、要旨を

とらえる。

・⑫段落と本文の内容を関連付ける

ことによって番組作りの理解を

深める。 （１時間：本時）

（発言・ノート）

○読 報道スタッフの思いが表

れている語句「ねうちがあ

るものを選び」「願いをこ

めて」をふまえて、要旨を

とらえている。

（発言・ノート）

つ

か

う

・情報を発信するまでの手

順を確認しよう。

・テーマを決め、取材する

内容を話し合おう。

・取材したことをもとに伝

えたいことを話し合お

う。 

・目的をもって編集し、放

送用原稿にまとめよう。

・「特集」の発表会をしよ

う。 

・学習のまとめをしよう。

・これまで学習してきたことをまと

めた「番組作りマニュアル」と、

「工夫して発信しよう」から、情

報発信までの手順を確認する。

（１時間）

・グループ毎に企画会議を開き、誰

にどんな目的で伝えたいのかを

はっきりさせてテーマを決め、疑

問を基に取材の内容を話し合う。

（１時間）

・企画会議を開き、取材したことを

もとに伝えたいことを話し合う。

・伝えたいことが決まったら、撮影

やインタビューの計画を立てる。

（１時間）

・自分たちが伝えたいことがわかる

ように編集し、放送用原稿にまと

める。 （２時間）

・情報を発信し、感想を交流する。

（１時間）

・情報の発信や受信について考えを

深める。 （１時間）

○関「番組作りマニュアル」と

照らし合わせながら、「工

夫して発信しよう」を読も

うとしている。（観察）

○関 目的意識をもってテーマ

を決めている。

○話「なぜ」という疑問を出し

合い、取材の内容を話し合

っている。

（観察・企画書）

○話取材したことから「疑問」

についての答えを見つけ

出し伝えたいことを話し

合っている。

（観察・企画書）

○書 集めた材料を目的に応じ

て編集し、自分達が伝えた

いことが分かるように原

稿を書いている

（観察・原稿）

○話 自分たちの意図が伝わる

ように発表したり、感想を

話したりしている。

（発表・発言・感想）

○関 情報の発信や受信につい

て考えを深めようとして

いる。 （発言・ノート）



６ 本時の指導

（１）本時と仮説とのかかわり

（２

（３

段階

つ

か

む

説明的文章の学習指導において、子ども一人一人が自ら読みの視点をもつことができる学習活

動を工夫し、その定着を図るための振り返りを取り入れていけば、「読むこと」の力が高まるであ

ろう。
本時は、⑫段落をもとに番組作りの要旨をとらえていく学習である。要旨をとらえる際には、ま

ず、⑫段落の重要語句を見極めていくことが大切である。これまで学習してきた「特集ができるま

での過程」をもとに、自力で⑫段落の重要語句を見つけることができる学習活動を工夫していきた

い。また、報道スタッフの思いが表れている語句に着目させたい。学習の最後の「まとめる段階」

では、要旨がどうまとめられたかだけでなく、どのようにすれば要旨をとらえることができたのか

を児童一人一人に定着させるために、読みの視点を振り返る場も大切にしていきたい。

そこで、以下のような学習活動を設定した。

ア 「つかむ」段階では、⑫段落が番組を作る５つの過程と対応していることに気付くために、⑫

段落を５つに区切ってグループ読みをする。

イ 文章構成から、⑫段落が要旨の段落であることを確認する。

ウ 「ふかめる」段階では、５つの「過程」の言葉に対応する重要語句を⑫段落から見つけ出すた

めに、サイドラインを引く。 
エ とらえた⑫段落の重要語句が５つの過程と対応していることを確認するために、各過程が書か

れてある段落の中心を音読する。

オ 要旨の理解をより深めていくために、「ねうちのあるものを選ぶ」「願いをこめる」とは、どの

ような報道スタッフの思いがあったかを考える。

カ とらえた要旨をまとめるために「番組作りマニュアル」を活用する。

キ どのようにすれば要旨をとらえることができたかを確認するために、読みの視点を振り返る。 
）ねらい

報道スタッフの思いを本文の内容と関連付けながら読み取り、番組作りの過程をまとめることが

できる（要旨をとらえる）。

）展開

学習活動 時間 指導上の留意点・評価

１ 前時の学習から番組作りの「過程」

を想起する。

２ 学習場面（⑫段落）を読む。 

３ 学習課題を把握する。

８

分

・番組を作る「過程」を確認させる。

・段落構成から⑫段落が要旨の段落出ることを

確認させる。

・⑫段落が番組を作る「過程」に沿って書かれ

てあることに気付かせるために、⑫段落を５

つに区切ってグループ読みをさせる。

・要旨をとらえるうえで５つの過程と関連する

重要語句を⑫段落から選び出し、要旨をとら

えていくことを確認させる。

付け
とめ
報道スタッフの思いと結び
ながら、番組作りの過程をま
よう。（要旨をとらえよう）
5 年－5
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ふ

か

め

る

４ 要旨を読み取る。 
（１）これまで学習した「過程」を想

起し、⑫段落の重要語句をとらえ

る。 
①「おどろきや疑問」←話題選び

②「取材」←取材する

③「インタビューや

さつえい」←さつえいと

インタビュー

④「ねうちがあると

思うことを選ぶ」←編集する

⑤「願いをこめる」←放送用原稿

を書く 
（２）とらえた重要語句④⑤について

さらに深める。

④「ねうちがあるものを選ぶ」と

は、どんなことが分かるように

編集することだったか。

⑤「願いをこめる」とは、だれが

どんな思いをこめて放送原稿を

書くことだったか。

（３）「番組作りマニュアル」に要旨を

まとめる。

30

分

・番組作りの５つの「過程」は、それぞれ⑫段

落のどの言葉（文）と対応しているかサイド

ラインを引かせる。

・サイドラインを引けない子どもには、⑫段落

の文章が、時間の順序に従って書かれており、

番組作りの「過程」に対応していることに気

付かせる。

○評５つの「過程」と関連させて、⑫段落の重要

語句を選び出している。

・とらえた重要語句がどの過程に位置付いてる

かを確認させるために、それぞれの過程が書

かれてある段落の中心を音読する。

・重要語句①④⑤について、⑫段落と本文の内

容を関連付けて補足させる。

④「ねうちのあるものを選ぶ」とは。

→疑問の答えが分かるように編集するこ

と

⑤「願いをこめる」とは。

→デスクやディレクターが最も伝えたい

ことを放送用原稿にまとめること

・報道スタッフの思いが表れている言葉を使っ

て、自分なりの要旨を書かせる。

○評重要語句を使って要旨をまとめている。

ま

と

め

る

５ 学習のまとめをする。

（１）読みの視点をふり返る。

（２）まとめの音読をする。（一斉読）

７

分

・文章構成をふまえ、要旨の段落の重要語句と

報道スタッフの願いを結び付けて考えると、

要旨をとらえることができることを確認す

る。 
・報道スタッフの思いと結び付けｊながら⑫段

落を音読させる。

（４）具体の評価規準

Ａ 報道スタッフの思いが表れている語句「ねうちがあるものを選び」「願いをこめて」を本文の

内容と関連付けながら、要旨をとらえている。

Ｂ 報道スタッフの思いが表れている語句「ねうちがあるものを選び」「願いをこめて」をふまえ

て、要旨をとらえている。

努力を要すると判断された児童への具体的な手立て

要旨の冒頭文「ニュース番組作りは、～が大事な出発点である。そして～をして・・・」を提

示して、５つの重要語句（過程）を順序よく書かせる。
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ち
が
あ
る
と
思
う
こ

と
を
選
ぶ

疑
問
の
答
え
が
分
か
る
よ
う
に
編
集
す
る
こ
と

放
送
用
原
稿
を
書
く
↓
願
い
を
こ
め
る

最
も
伝
え
た
い
こ
と
を
原
稿
に
書
く
こ
と

「
番
組
作
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

要
旨

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
は
、
お
ど
ろ
き
や
疑
問
（
話
題

選
び
）
が
出
発
点
と
な
る
。
そ
し
て
取
材
し
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
さ
つ
え
い
を
し
て
材
料
を
集
め
る
。
そ
し
て

ね
う
ち
の
あ
る
も
の
を
選
び
（
編
集
し
）
、
願
い
を
こ

め
て
（
放
送
用
原
稿
を
書
い
て
）
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
作

る
。 ○課

報
道
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
と
結
び
付
け
な
が
ら
、

番
組
作
り
の
過
程
を
ま
と
め
よ
う
。
（
要
旨
を
と

ら
え
よ
う
）

5 年－7


